











































胸高直径 樹　　高 生葉重鑑 葉面積 切断部辺材 辺材率 幹枝生重鐙 樹　　令
（cm） （m） （k9） （m2） 醗‘｛（cm竺） ％ k9 年
5－A 8．0 9．4 0．87 4．6 32．9 45 24．9 36
B 6．8 7．9 2．64 2L78 59．3 69 44．9 32
C 6．4 7．7 ｝ ｝ 32．5 66 16．9 31
コ
7－A 7．3 10．0 3．19 25．65 16．9 24 34．8 28
B 7．8 8．9 2．11 16．39 38．5 43 41．8 29
C 9．6 12．4 4．29 3L73 75．8 48 76．8 42
ナ
8－A 10．1 8．7 0．90 6．83 42．2 43 36．3 28
B 12．9 12．6 2．64 19．7G 60．7 61 60．3 41
C 12’3 11．6 2．15 14．77 59．6 52 56．6 32
一フ
10～A 9．8 10．1 2．69 21．53 46．1 66 34．4 32
B 11．2 9．1 2．32 16．57 36．7 40 53．5 34
C 12．1 9．4 2．94 23．53 54．3 54 52．9 34
5－A 8．9 9．5 2．32 8．84 71．6 67 49．1 37
B 8．0 11．9 1．62 5．24 7L9 76 68．6 40
C 8．2 9．4 ｝ 一 34．7 75 24．5 26
ク
7－A 8．G 11．1 3．69 17．58 69．3 62 75．7 36
B 11．2 13．4 6．53 32．34 743 61 101．7 37
C 8．0 10．6 3．96 22．33 68．3 67 49．5 38
ヌ
8－A 10．4 11．1 2．34 1038 48．6 69 43．1 34
B 13．0 12．8 6．16 27．84 53．9 59 83．0 36
C 11．5 9．0 2．07 11．09 46．8 45 59．2 43
ギ
10－A 15．3 13．0 5．69 28．01 69．6 60 99．5 39
B 13．7 12．4 5．34 26．89 78．9 72 91．1 38































































































































































































































































































































1 II III 混　　交　　林
面　　　　　積　㎡ 400 500 600 625
立　木　密　度本／ha 2，3501，7602，120 660
平　　均 9．6 9．0 8．7 12．1
樹　高　（m）　　　　　標準偏差
2．6 2．3 2．8 1．8
胸高断面積合計㎡／ha 16．8 12．4 20．5 15．5
葉　　　　量ton／ha 3．8 1．9 3．7 3．7
A 6．4 3．3 6．2 一葉面積指数　　　　　　B




コ ナ ラ純 林 コナラ，クヌギ
水面蒸発堂
（mm／day）1 II III 平均 混　　交　　林
1 3．4 2．4 4．3 3．4 L7
7月　　2 2．6 L52．7 2．4 1．2 一












10月　　1 1．7 1．2 2．2 1．8 1．2 L7
（128） ノ＿x寸餐忙信・日］t・戸一夫・森石　　学
7，8月期についての同様の式および3）7月にっいてのみ胸高直径および樹高だけから推定する式
によって林分蒸散強度を試算した結果が，表4である。
表4には，開放地で測定した水面蒸散よも併せ示した。
IIIおわりに
　樹幹で切断した単木の蒸散重を浸漬槽の減水量から測定し，数少ない測定値をもとにした推算式に
より林分蒸散量を試算した。
　試算された林分蒸散量の値はあまり重要な意味をもたないかも知れない。また，ここで求めた単木
の蒸散±の値は，土壌水分が十分にある時のそれに擬せられるにすぎないかも知れない。しかし，単
木の蒸散量については，従来行なわれてきた方法よりも確実なものだと考える。
　筆者らが行った推算の手法における問題点を列挙してしめくくりとしたい。
　①蒸散作用にかかわる気象要素には限界値があると思われる。それが推算式に入るべきである。し
かし，その限界値は不明である。さらに下限値ばかりでなく風速のように上の限界もあるのでさらに
複雑iとなる。これらをまとめて表現するのは困難であろう。
　②葉面積をD2Hだけで表現したが，立木密度や胸高部断面積合計など木の混み具合も当然葉量さら
には葉丘あたりの蒸散量にかかわっているはずである。これをどのように表現するのか，あるいは実
態はどうかの問題は，それだけで1つの大きな研究課題となろう。
　③気象要素ばかりでなく生理的季節をどのように数量化するかは，蒸散量とくに落葉性樹種のそれ
を取り扱う場合大きな問題であろう。
　最後になったが，本研究を遂行するにあたり文部省科学研究費補助金（代表者　岸本潤，一般研究
（A）60400008）及び鳥取大学農学部広葉樹生態情報総合解析設備ならびに広葉樹開発実験室の援助を受
けたことを記し，貴重な資料をお貸しいただいた鳥取大学林学科小笠原教授に謝意を表したい。また，
危険な作業と根気のいる作業を心よく手伝ってくれた当時の砂防工学研究室専攻の学生諸君に謝辞を
送りたい。
